
チーム星峯西小学校で取り組む
「教育の情報化」

「格差」を解消し、学校全体で推進する
GIGAスクール３年目の実践

タブレット端末を活用した全教員による
全学級での授業実践を目指して

令和6年1月12日（金）

鹿児島市立星峯西小学校

校長 谷口源太郎

文部科学省、県教委義務教育課、高校教育課学校訪問

【日程】

１ 授業参観（45分） （ ９：４０～１０：２５）各教室
２ 研究内容等の説明（50分）（１０：２５～１１：１５）校長室
３ 質疑応答（15分） （１１：１５～１１：３０）校長室



学校のプロフィール

本校の歴史，児童数，学級数，研究発表等

創 立 ４３年目 児童数 ５４７名
教職員数 ３３名 学級数 ２４学級

R3.3月研究校でも先進校でもない公立小学校
R3.4月「教育の情報化」を本格的に推進
R3.9月オンライン授業の試行的実践開始～
R3.11月福岡県八女市教委視察受入
R4.3月小学館「みんなの教育技術web版」に
取組が3回連載
R4.8月かごしま未来の学びをつくる会発表
R4.8月県学力向上フォーラム発表
R4.10月かごしま教育の情報化フォーラム発表
R5.1月佐賀県、長崎県研究指定校視察受入
R5.2月eスクールステップアップ全国大会発表
R5.3月「実践記録集（2021・2022）」発行
R5.8月県総合教育センター「なつ研」発表
R5.11月熊本県阿蘇郡南小国町教委視察受入
R5.12月「実践事例集（2023）」発行
※2年9月間の取組の成果と課題とは？



実践事例 説明内容
１ 本校の実践研究の経緯及び概要
・学校経営方針の概要
・「実践記録集（2021・2022）」【R5.3月発行】
・「実践事例集（2023）」 【R5.12月発行】

２ 「格差」を解消し、学校全体に「教育の情報化」
を浸透させるためのポイント

・タブレット端末の未経験者や初心者への指導手順等

３ 主な実践事例
・学習者用デジタル教科書を活用した実践事例（英語科）
・家庭学習と繋いだ反転学習による実践事例（社会科）
・単元内自由指導学習による実践事例（総合的な学習）



学校経営方針の概要（R3.4月～現在）

◆学校が抱える重点課題は，次の３点だととらえています。
①学力向上
（学校内の授業改善、補充指導の充実、学習の仕方の習得，家庭での宅習の習慣化など）

②基本的な生活習慣の確立
（早寝早起き朝ごはんによる規則正しい生活リズムの確立，電子機器等のルールやきまりづ
くりなど）

③教育の情報化に伴うデジタル化への対応
（タブレット端末の活用、デジタル通信システムの構築とタイムリーな情報発信等）



第8波

第7波

第6波

第5波

第4波第3波

2021・R3年度 2022・R4年度2020・R2年度

R4.4月～「確かな学力」を育むアナログとデジ
タルが融合した新たな学習指導の研究開始

新型コロナ感染者数の推移グラフと本校実践の経緯

（R3.4月～R4.12月）

R3.4月～ 『エドテック』
学校と家庭を繋ぐデジタル通信シス
テムの構築（安心安全メール→情報
発信、ペーパーレス化、押印レス、メ
ールによる欠席遅刻届、Googleフォ
ームでのアンケート調査等）

R3.4月～ 『教育の情報化』
学校経営方針：近い将来の学校
像を示して取り組めることから少
しずつ広げていく。

（学校内→学校間→

学校と家庭）

9/22 保護者説明会YouTube配信

3/16,17 

学級閉鎖
（5年2組）

4/27,28 

学級閉鎖
（2年2組）

8/27 家庭のネット環境調査
8/30 ネット環境あり95.7%

9/1 時差登校、午前授業
午後在宅学習スタート

9/2 タブレット端末
持ち帰りスタート
(4年3組)

9/22,29,30 

オンライン授業
開始（4～6年）

11/7 運動会YouTube配信

3/8 半成人式YouTube配信

3/25 卒業式YouTube配信

4/6 入学式YouTube配信

R3.6月テレビ会議システム
でのオンライン児童総会

R3感染累計16人
全児童の2.5％

R4感染者累計157人
全児童の25.6％

R4.1月デジタルドリル
の導入と試行的な実践

6/16,17 

学級閉鎖
（6年1組）

12/21～23 

学級閉鎖
（5年2組）



【マスコミ報道】利用に学校間格差～通信環境や
人員不足影響～新聞記事が掲載 2022年08月14日

【格差が生じる背景】
①使えない不安
②指導する不安
③従来の指導で可
④メリットを感じない

【格差】
自治体間、地域間、
学校間、学年間、
学級間、教科間、
教員間、世代間 等



先生方の主な疑問・不安
Q１：指導案のどの部分をデジタルによる学習指導で置
き換えて授業を行えばよいのか？
Q２：そもそも従来のアナログ型の授業をどのようにして
改善したらよいか？
Q３：タブレット端末を活用した授業をどのような手順で
具現化していけばよいか？

すべての先生がタブレット端末を活用した授業を
行えるようにするためにはどうすればよいか？

学校現場の現状、指導する側の実態
教員の大幅な異動があり、全教員の２５％超がタブレッ
ト端末の未経験者や初心者 （75%は経験者）

←その疑問の答えが集約されている



学級間（教員間）格差を解消し学校全体に「教
育の情報化」を浸透させるための4つの前提

１ 協働的な取組を基本とする校長のリーダーシップ
（学校経営方針への明確な位置づけ、説明責任など）
２ ICT担当教員の育成
（ICT支援員を始めとして接続・設定作業等をサポー
トする技術スタッフ及び新たな取組を先導する教員）
３ 全家庭をカバーするWi-Fi環境の実態把握、整備
（ネット環境調査の実施、本校は全家庭の95.7％で
Wi-Fi環境あり、モバイルルーターの貸出で対応）
４ 実践の共有化を図る職員研修の進め方
（導入期はチームでの実践、やれることから、失敗は
成功のヒント など）



◆With corona（2021,2022）
「コロナ対応による学びの保障のためにオンライン
授業を行う」という大義名分

◆Ａｆｔｅｒ corona（2023～）
コロナ禍後の今は、「アナログとデジタルの融合を
目指してこれからの新たな学習指導の構築をする」
という大義名分
※タブレット端末を活用した学習指導はこれからの教員の必須スキルである。
※教務・校務のデジタル化により業務の効率化と簡素化も進められる。

「教育の情報化」に伴うデジタル化を学校全体
で進めるために教職員に伝えてきたこと



【研究冊子発行】 2年間の研究の成果をまとめました



令和５年4月3日付け南日本新聞に記事掲載

令和3，4年度（2021・2022）
研究実践のまとめ
・授業実践事例19

・補充指導事例13

・家庭学習事例８
・コロナ対応のオンライン授業
事例30

計70事例



令和5年度（2023）
研究実践のまとめ

「アナログとデジタルの融合を
目指した実践事例集（2023）」

・ 指導案、活動場面・板書等付き事例15

・ 授業で活かしたい「〇〇」指導事例
・ 低学年期における実践事例
・ 特別支援学級における実践事例
・ 補充指導における実践事例
・ 家庭学習における実践事例





令和５年12月18日付け南日本新聞に記事掲載



令和３～５年度
本校職員研修の概要

「教育の情報化」に伴うデジタル化への対応
「確かな学力」を育成するための学習指導
コロナ禍における確実な「学びの保障」実現

↓

「学級間」格差の解消＝教育の機会均等
全ての教員がすべての学年・学級で実践
できる新たな研修スタイルの実現

↓

「アナログとデジタルの学習指導の融合を
目指した新たな学習指導の構築」

令和3年度
（2021年）

令和4年度
（2022年）

令和5年度
（2023年）



関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、

デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）

家
庭
学
習

（授
業
以
外
）

補
充
指
導

授
業
改
善

すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」を育むこれからの学習指導の構築
～アナログとデジタルによる学習指導の融合を目指して～



学力定着のイメージ（※①②③すべてがそろう）

授
業
改
善

①input

問
題
練
習

③output

学校での補充指導（量と質）

＋
家庭学習（量と質）

②keep

つくる

しまう

とりだす



発達段階に応じたアナログとデジタルの配分（目安）

アナログと
デジタルの
バランス
（目安）

【低学年】
１年生 ２年生

【中学年】
３年生 ４年生

【高学年】
５年生 ６年生

デジタル
学習指導

アナログ
学習指導

タブレット端末
の活用程度

・
家庭への
持ち帰り

２

８

８

２

６

４

４

６

学校で慣れ
親しみ・使う
家庭への持ち帰り
不可

学校・家庭で
使いこなす
家庭への持ち帰り
可



アナログによる
学習指導

デジタルによる
学習指導

児童生徒の
学習状況

（基礎基本の定着
度、活動内容等）

授 業

補 充
指 導

家 庭
学 習

順
序
性
・
組
み
合
わ
せ
方

教師は、子どもの学習状況からアナログとデジタルによる学習指導の使い分け方を判断する

学習場面におけるアナログとデジタルの使い分け方

学習場面

指導方法

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

基礎基本の定着

基礎基本の定着

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

基礎基本の定着

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方



タブレット端末を活用した基本的な授業モデル



つかむ

見通す

調べる・考える

深める

まとめる

振り返る

学習過程 授業づくりでの活用のポイント

課題解決型学習過程におけるタブレット活用の授業モデル

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

学習形態・場面

A１：教員による
教材の提示

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を
越えた学習

B4：家庭学習

appleTV等を

活用して大型モニ
ターで提示

ノート、付箋等をロイロノートで提出

タブレットを使って考えを相互説明

全体で説明、デジタルドリルで確認



授業における学習過程と学習形態との関係

つかむ・見通す 調べる・考える 深める まとめる・振り返る

【学習過程】

【学習形態の基本的な展開】

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習 A 一斉学習

主体的・対話的で深い学び



指導案のどの部分にタブレット端末の活用を
書き加えたらよいか？

導入

展開

終末

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

指導過程 学習場面



【結論】
◆授業モデル、実践事例が身近にあること

◆簡単な操作から複雑な操作へ

◆短い操作から長い操作へ

◆手順①→②→③という流れで授業の導
入・展開・終末と関連付けながら実技を伴
う職員研修等を進めていく。

◆実践をサポートする指導教員がいる

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

→教育実習生、初任者、現職教員の指導で検証



学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？
【タブレット端末操作をマスターするための指導手順】

【手順①】→導入部分
教師用タブレット端末のみを使用して大型モニター(または児童用タ
ブレット)に映し出す資料提示
◆絵画や書写の参考作品やアンケート結果の提示などの具体的活
用の例示、授業の導入部分で活用できることの理解
※初めてタブレット端末を扱う先生方には、まず教師から児童生徒
への一方向の提示①ができるように働きかけていけば良い。

参考作品の提示 動画による筆さばきの提示 アンケート結果の提示



【手順②】→終末部分
児童生徒が取り組むデジタルドリルなどの活用
◆教師はデジタルドリルの問題内容を確認して児童生徒に指示を出
すだけ（補充指導でも活用できる）
◆授業の終末部分で学習したことが定着しているか確認として活用
※教師は授業内容とドリル内容を確認して指示を出すだけで、教師
用タブレット端末で結果を集約する。採点の手間が省けること、その
分で個別指導ができるメリットを実感できるようにする。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

適用指導でのデジタルドリルの活用



【手順③】→展開部分
授業の展開部分での双方向型での活用(ロイロノートを活用して)

◆教師から児童生徒へ
◆児童生徒間
◆児童生徒から教師へ のデータのやりとりを行う。
※これが最も複雑な操作スキルが必要だが、慣れるとそうでもない
ことを実感できるようにする。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

グループ内での協働的な学び 全体での協働的な学び



【教育実習】6年1組で教育実習生の算数科授
業がありました 2023年05月26日

5月26日（金）2校時に6年1組で教育実習生による算数科の研究授業ありました。
本校の卒業生で将来教師を目指している大学生です。今週月曜日から3週間の期

間、教育実習を行います。様々な教科を参観しながら授業づくりについて勉強して
います。教育実習の先生ですが、指導案や板書計画を作り、タブレット端末を活用
して資料提示やデジタルドリルを活用して授業を行っていました。



【教育実習】５年３組で教育実習生の評価授業
が行われました 2023年06月16日

6月16日（金）1校時に5年3組で教育実習生による学級活動の評価授業が行われ
ました。子どもたちはバランスの取れた食事について調べて日常の食生活に活か
す学習をしました。調べたことをお互いにグループや全体で発表し合って深めてい
きました。教育実習生ですがタブレット端末を活用した資料提示や調べる活動で、
ロイロノート（シンキングツール）を活用して授業を進めていました。



【初任研】２年２組で初任研の算数科研究授業
がありました 2023年06月29日

6月28日（水）3校時に2年2組で算数科の研究授業がありました。初任研の一環
で行われた研究授業でしたが、タブレット端末（ロイロノート）を活用したとても素
晴らしい授業でした。子どもたちが日常的にタブレット端末を活用しており、ロイロ
ノート（シンキングツール）を大変スムーズに活用できていました。多くの先生方も
タブレット端末を有効に活用した授業を参観に来ていました。



【初任研】４年１組で初任研算数科少人数指導
の研究授業がありました 2022年06月28日

6月30日（金）3校時に4年2組で算数科の研究授業がありました。初任研の一環
で行われた研究授業でしたが、タブレット端末（ロイロノート）を活用したとても素
晴らしい授業でした。子どもたちが日常的にタブレット端末を活用しており、ロイロ
ノートを大変スムーズに活用できていました。多くの先生方もタブレット端末を有
効に活用した授業を参観に来ていました。終末時のデジタルドリルの活用



終


